
ナショナリズムを超えて？ 

アジアにおける平和構築と宗教 

 
開催日時 

2014年12月20日（土）10:30 – 17:30 

開催場所 

国際基督教大学 東ヶ崎潔記念ダイアログハウス 国際会議室 

主催 

社会科学研究所(SSRI – ICU) 

共催 

グローバル・コンサーン研究所 (IGC – 上智大学) 

平和研究所(PRI – ICU) 

  

午前の部（開始数分は音声欠如） 

https://youtu.be/6GgE82CLmFw 

午後の部（途中から音量が大きくなります） 

https://youtu.be/GH8xdQand-0 

 

https://youtu.be/6GgE82CLmFw
https://youtu.be/GH8xdQand-0


開催の辞 

日比谷潤子（ICU学長） 

  

  

シンポジウム概説 (10:40-11:00) 

ジョルジオ・シャーニー（ICU社会科学研究所所長） 

  

  

ナショナリズムを超えて？タゴールと現代インド 

タゴールと批判的ナショナリズム 

スディプタ・カヴィラジュ（コロンビア大学教授）【略歴】 

要旨（E） 

討論者： ジョルジオ・シャーニー（ICU社会科学研究所所長） 

司会：毛利勝彦（ICU教授） 

http://www.columbia.edu/cu/mesaas/faculty/directory/kaviraj.html


  

   

  

安倍政権下の日本のナショナリズム 

岐路に立つ日本政治と東アジアの将来： 

憲法破壊、靖国ナショナリズム、平和構築 の課題 

千葉眞（ICU平和研究所所長) 【略歴】 

要旨（E） 

日本における歴史、政治、アイデンティティ 

中野晃一（上智大学教授）【略歴】 

要旨（E） 

討論者： 稲正樹（ICU教授） 

討論者： 木部尚志（ICU教授） 

司会：寺田俊郎（上智大学教授） 

http://researchers.icu.ac.jp/Profiles/5/0000407/profile.html
http://rscdb.cc.sophia.ac.jp/Profiles/58/0005726/profile.html


  

   

   

北東アジアにおけるナショナリズム、宗教、平和構築 

互恵的非支配の宗教ナショナリズム：安昌浩の人道的コスモポリタニズム 

– カク・ジュニョク（崇實大學校准教授）【略歴】 

要旨（E） 

転覆と抵抗の契機：日本帝国におけるナショナリズム／帝国主義思想の意図し

ない帰結 

– 一條都子 （キングストン大学准教授）【略歴】 

要旨（J） 

仏教、理性、大東亜共栄圏：戦前期の日本における多文化主義とナショナリズ

ム 

– 清水耕介（龍谷大学教授）【略歴】 

要旨（E） 

日本の近代と二つのナショナリズム：権威主義的独裁とナルシシズム的攻撃性 

– 出口剛司（東京大学准教授）【略歴】 

要旨（J） 

討論者： 木部尚志（ICU教授） 

討論者： ソー・ジェジョン（ICU上級准教授） 

司会：ヴィルヘルム・フォッセ（ICU教授） 

  

http://www.junhyeokkwak.net/
http://fass.kingston.ac.uk/faculty/staff/cv.php?staffnum=329
http://www.ryukoku.ac.jp/who/detail/593710/
http://www.l.u-tokyo.ac.jp/teacher/detail/2225.html


   

   

  

共同の祈り 

ホアン・アイダル S.J. （上智大学教授） 

ロ・ウンソク（ICU上級准教授） 

  

  

 

 



閉会の辞 

長谷川ニナ（上智大学教授、IGC） 

  

 
  

開催趣旨 

第一次世界大戦から100年が経ったことで、アジアではまだ見過ごされている

が、ナショナリズムのもたらす危機の兆候が現れてきている。ベンガルの詩人

でノーベル賞受賞者のラビンドラナート・タゴールは、戦争が拡大する最中、

日本で行われた講演において国民国家を批判し、国民国家から独立した社会の

構想を示した。本シンポジウムでは、特にアジアとヨーロッパについて、その

ような構想に関する問題を提起しようと試みる。他の BRICS諸国とともに、

中国やインドの目覚ましい台頭が世界政治における西欧の覇権に対して大きな

挑戦となっているにもかかわらず、現代国際関係（IR）では、政治共同体の支

配的な形態は依然として国民国家である。ヨーロッパ政治史の産物である国民

国家モデルは、まずヨーロッパ列強がアジアの大半を植民地化することで強制

的にグローバル化し、その後は脱植民地化を通して拡大してきた。 

しかしながら、日本では、国民国家は明治維新後に採用され、既存の民族的基

盤の上に築かれた「自然な」政治共同体として広く受け入れられている。近年

では、第二次世界大戦以来沈黙を続けていた日本の「エスノ・ナショナリズ

ム」が復活し、また中国がナショナリストのレトリックを多用することによっ

て、地域の平和と安定は脅かされている。このような状況は、台湾も領有を主

張する尖閣諸島をめぐる領土問題で頂点に達している。東アジアにおけるエス

ノ・ナショナリズムの台頭は、多くの点で、先に出現した南アジアの宗教ナシ

ョナリズムを反映しており、それはインドとパキスタン両国の核兵器保有が引

き起こす更なる危険をも映し出している。インド人民党（BJP）と、その党首

であり、物議をかもしているナレンドラ・モディが地域の平和と安定にどのよ

うな影響を与えるかは現時点では不明である。 

社会科学研究所と上智大学グローバル・コンサーン研究所によって共同で開催

される第34回目の本シンポジウムでは、次の問題を提起することによって、ア

ジアにおける平和の可能性を批判的に検討する。アジアの中でナショナリズム

の台頭に対抗するために何ができるだろうか。もしできるならば、地域の平和

構築において異教徒間の対話はどのような役割を果たし得るだろうか。 

 


